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〔市長提出〕

条例

議第１号 三条市空き家等の適正管理に関する
条例の制定について

空き家等の適正な管理に必要な事項を定め、空き家等が管理不全な状態と
なることの防止を図り、市民の安全で安心な暮らしの実現に寄与することを
目的とする　施行期日：平成２５年１月１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第２号 三条市立保育所条例の一部改正につ
いて

田島保育所を民営化するとともに、荒沢保育所と名下保育所を統合して民
営化することに伴い、平成２５年３月３１日限りでこれらの保育所を廃止する
もの　施行期日：平成２５年４月１日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第３号 三条市防災会議条例等の一部改正
について

災害対策基本法の一部改正に伴い、地方公共団体の防災会議と災害対策
本部の役割の見直しが行われたことなどから、関係する条例について必要な
改正を行うもの　施行期日：公布の日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第４号 三条市交流促進センター条例の一部
改正について

観光振興による地域経済活動の活性化を行うため、交流促進センターの施
設を改修し、下田地域交流拠点施設として整備することに伴い、必要な改正
を行うもの　施行期日：規則で定める日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その
他

議第５号 新潟県中越衛生処理組合規約の変
更について

新潟県中越衛生処理組合の解散に伴う事務の承継について、必要な改正
を行うもの　
施行期日：新潟県知事の許可の日

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第６号 新潟県中越衛生処理組合の解散につ
いて

地方自治法第２８８条の規定により、平成２４年９月３０日限りで、新潟県中
越衛生処理組合を解散するもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第７号 市道路線の認定及び変更について 認定路線　３路線　実延長	 	 ２０４．４ｍ
変更路線　１路線　実延長（増加分）	 	 ５５．３ｍ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

予算

議第８号 平成２４年度三条市一般会計補正予
算

中心市街地活性化事業費、私立保育園運営費等の追加
補正額	 ２億８，９７４万３，０００円
補正後の額	 ４９６億１４３万２，０００円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第９号 平成２４年度三条市介護保険事業特
別会計補正予算

介護給付費準備基金積立金等の追加
補正額	 １億１，３２５万円
補正後の額	 ８６億６，３６５万円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第10号 平成２４年度三条市農業集落排水事業特別会計補正予算
農業集落排水施設災害復旧費の追加
補正額	 １７０万円
補正後の額	 ６億４，２５０万円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議第11号 平成２４年度三条市公共下水道事業特別会計補正予算
償還金の追加
補正額	 ８６５万５，０００円
補正後の額	 ２８億７，６７５万５，０００円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

その
他 議第12号 平成２３年度三条市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２３年度三条市水道事
業会計未処分利益剰余金を処分するもの
１　当年度未処分利益剰余金	 ３４０万円
２　利益剰余金処分額
　		利益積立金	 ３４０万円
３　翌年度繰越利益剰余金	 ０円

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

決算

認定
第1号

平成２３年度決算の認定について
（三条市一般会計及び各特別会計）

一般会計決算額　支出	 ５７９億６，２７９万７，８８８円
特別会計決算額　支出	 ２２１億７５５万２，５７９円 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 認　　定

認定
第２号

平成２３年度決算の認定について
（三条市水道事業会計）

収益的収支決算額　支出	 ２０億７，２４２万２，８８５円
当年度純利益	 ３４０万円
有収率　　	 ８４．９％

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　定
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〔議員発案〕

意見
書

議員発案
第１号

私立高校生が学費を心配せず学べる
ように、私学助成の増額・拡充を求め
る意見書の提出について

私学助成制度の拡充による学費の公私間格差是正などを要望する意見書
を提出するもの　　
提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣、財務大
臣、総務大臣

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員発案
第２号

私立高校生が学費を心配せず学べる
ように、私学助成の増額・拡充を求め
る意見書の提出について

私学助成制度の拡充による学費の公私間格差是正などを要望する意見書
を提出するもの　
提出先：新潟県知事

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

〔請　　願〕 ＊1

請願

請願
第30号 私学助成の増額・拡充を求める請願 私立高校に通う高校生とその保護者に係る学費の公私間格差という不公平

な状態を解消するため、学費の保護者負担の軽減を求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

請願
第31号 教育費無償化の前進を求める請願 公立高校の授業料不徴収及び私立高校等の就学支援金制度の維持、拡

充などを求めるもの × ※
１ ○ × ○ × × 不 採 択

請願
第32号 行き届いた教育の前進を求める請願 全ての小、中学校、高等学校において３０人学級の実現、新たな教職員定

数改善計画を策定し計画的な教職員の増員を求めるもの × ※
２ × × ○ × × 不 採 択

平成24年第３回定例会で継続審査となった
請願
第28号

年金額の特例水準解消の名による
２．５％削減に反対する請願 特例水準解消の名による公的年金２．５％削減は行わないことを求めるもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続審査

※１　西川哲司議員、島田伸子議員、鶴巻俊樹議員は賛成。髙坂登志郎議員は反対。
※２　西川哲司議員、島田伸子議員は賛成。髙坂登志郎議員、鶴巻俊樹議員は反対。

《用語解説》 ＊1⃝請願…地方公共団体に対して、損害の救済、公務員の罷免、法律・命令・規則の制定・廃止・改正その他の事項に関しての希
望を、文書で申し出ること。

自 由 ク ラ ブ
○久 住 久 俊 下 村 喜 作 佐 藤 和 雄 阿部銀次郎 熊 倉　  均

武 石 栄 二 梶　　   勉 吉田進一郎 森 山　  昭 土 田 俊 人
新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎 西 川 哲 司 島 田 伸 子 鶴 巻 俊 樹
新 し い 風 ○杉 井　  旬 岡 田 竜 一 藤 田 博 史 名古屋   豊
清 流 ○西 川 重 則 横 山 一 雄 山 田 富 義

日本共産党議員団 ○小 林　  誠 武 藤 元 美

公 明 党 議 員 団 ○野 崎 正 志 笹 川 信 子
無 所 属 佐 藤 宗 司

○：会派の代表者

会 派 所 属 議 員
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